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ガバナー寺切朱え

任期前半も後半も確実に21世紀、正真正銘の新世紀・新年度ガバナーの任期が終了し、ガバナー月

信もこれが最終号となりました。

ガバナー・ ノミニー、ガバナー・ エレクト、ガバナーとして、この二年有余、会長・幹事・委員・

クラブ会員の皆々様には地区のロータリー諸活動にご協力を頂き、心から感謝いたしております。そ

して皆々様のお力添えのお陰で、私の自分史に残るような有意義な日々を送ることが出来ましたこと

を厚く御礼申し上げます。

リチャー ドODOキ ング RI会長の『MANKInlD IS OUR BUSINESS一 人類が私たちの仕事』

という難解かつ格調高い01-02年度国際ロータリーのテーマと『Rotary's Global Quest― ロータ

リーの全世界での探求・毎月 1人の新会員』という年度キャンペーン、あと3年で全世界の会員数を

150万人にしようとの野心的な大目標の下、『指導者は鷲である。群をなさず一人空高く舞う』との教

育効果もあつて、日本全±35地区の現役ガバナー会の名称が全員投票の結果 “イーグル会"と 名付け

られるという副産物もありました。

また一方、組織を内部から強化するための諸問題に取 り組むのは、「各ロータリアン、各クラブ、

各地区の責任であり、世界史において最も重要な非営利・非政府・非宗教の組織になることが天命で

ある」と高名な弁護士,教会指導者,エ ンターティナー,地域活動家、 リチャー ド・ D・ キングRI

会長は強調されたのです。

この一年間を振り返つてみますと、三つの重点目標のうち①全世界での会員増強は総数では約 7万

人増の124～ 5万人と推定されていますが、米。日・欧などロータリー活動先進国が依然失速を続け、

特に2660地区は昨年と同じく5、 6月 で220人減の4,640人で期末を迎えることとなりました。②教育

研修の改善については、地区協議会・地区大会出席の強制や奨励とウェブサイトの導入については成

果が上がつたほか、02-03年度実施の新任ガバナー補佐と地区委員に対する初の研修会が実施されま

した。③公共的イメージの高揚については順調にスタートしましたが、テロや経済不況によるグロー

バルな政治・経済のひずみ拡大が障害となつています。④クラブの発展改善の努力は行われています

が、長期的な会員減少の流れが弱体化したクラブを直撃し、経費節減と活動の強化がかみ合わず、早
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期退会者の発生や分裂懸念が′心配されています。⑤ロータリー財団プログラムヘの参加および、年次

プログラム基金への寄付目標達成については、諸環境と諸情勢が好転せず、2660地区の実績集計が遅

延していますが前年度を下回るものと見られます。

この一年を振り返ると、当地区の活動実績は数字で表示されるものについては決して芳しいとは言

えませんが、人的・精神的な面では地区全体で毎年 4～500名 (約10%)の新陳代謝が進んでおり、

地区指導層やクラブ内実力者の世代交代および若手有力者の台頭もそろそろ近いと感じられます。

最後に、過ぎにし一年の反省を踏まえて、02-03年度の井上哄夫当地区ガバナーの諸方針のうち、

特に実現を期待している点と、私が実行しようとして時期尚早として見送つた点のご検討と、実行へ

の期待を込めて列挙させて頂きます。

① ビチャイ・ラタクルRI会長のテーマ『SOw the Seeds of Love』 に沿つた奉仕活動の実践。

② 会員増強は数だけの増加にならぬよう、質との調和を念頭に置く。

③ 新時代の変革に役立つロータリー精神と時代の変化を強調させられる人材の育成と登用。

④ 当地区の女性会員の比率は高率であるが、女性ゼロのクラブが過半数である。まず壁をなくすよ

う指導頂きたい。

⑤ 会員の子弟子女およびローターアクト卒業者など若手有力会員候補者を積極的に勧誘する。

⑥ 簡素低廉な例会や親睦活動を奨励する。

⑦ 地区組織やガバナー事務所運営の合理化・簡素化の第二弾、第二弾として、報告書、会議資料、

メーキャップ手続きなどの改革を検討実施して頂きたい。

③ 地区大会の運営について、日本の他地区の状況を調査し、現状の問題を改善する。

以上の他にも変革の時代に沿った行財政改革はどんどん実施して頂きたいと願っています。井上嘆

夫ガバナーのもと、この 1年間、 2年後の国際大会を開催する地元地区にふさわしい運営を実現され、

国際ロータリーの歴史に残るようなすばらしい年度とされますことを心から期待いたしております。

最後になりましたが、皆様のクラブがさまざまな困難を乗り越えて、今後ますます発展されますこ

とを祈念申し上げます。

この 1年有余、月信を担当して頂きました月信編集委員会の地区代表幹事 立野純三氏、副代表幹

事 吉本晴之氏、地区幹事 迫田大氏、地区幹事 早嶋茂氏の皆様に対し、衷心より感謝と御礼を申し

上げ、結びのご挨拶といたします。

また地区会員の皆々様、本当に長い間ありがとうございました。
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